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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞

今、学校の授業風景は少し前とは大きく様変わりしています。

文部科学省が提唱しているGIGAスクール構想により、小中学校の子供たちに1人1台ずつ端末が提供され、

端末を使ってプレゼンのような発表が授業で行われたり、タブレットで宿題が出されたりといったことが日常的に

行われるようになったからです。

しかし、日本の学校において、GIGAスクール構想によりICT教育が本格的に行われるようになったのはここ最

近の話です。課題や改善の余地がたくさんあります。また、現在の日本のICT教育状況は先進的なものとは手

放しに言えません。まだまだ先があります。

本書は、テクノロジーを教育に取り入れる試みであるEdTech(エドテック)に、どんな立場の人であれ参画を呼び

かけるものです。よりよい社会を創る子供たちを育てるための手段であるEdTechの推進を読者の皆様とともに

考えていきます。

（インプレス NextPublishing は、株式会社インプレスR&Dが開発したデジタルファースト型の出版モデルを承継

し、幅広い出版企画を電子書籍＋オンデマンドによりスピーディで持続可能な形で実現しています。）
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運営する事業会社です。IT関連出版メディア事業、およびデジタルメディア＆サービス事業を幅広く展開して

います。

【インプレスグループ】　https://www.impressholdings.com/

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証スタ
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【NextPublishing】

NextPublishingは、インプレスR&Dが開発した電子出版プラットフォーム（またはメソッド）の名称です。電子書籍
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